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時間軸で12月を振り返る

12月1日 12月15日 12月27日

12月7日~

PCR検査所撤去

公共施設、交通機関の利用に陰性証明書不要

12月13日~

3年間利用された行程QRコード廃止

12月20日~

中国一部地域入境隔離緩和

5+3 → 2+3(成都、深圳など)

12月26日の発表：

2023年1月8日から政策緩和

・コロナ正規名称の変更

・コロナ病疫レベルダウン

・中国へ入境後の隔離なし

・海外旅行が順次再開
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国内コロナ政策の緩和開始
Ø各地のPCR検査所撤去
Ø公共施設、公共交通機関を利⽤の際に「48時間以内陰性証明」の提出が不要
Ø春節の移動制限はしない、「現地での年越し」の呼びかけはしない

Ø感染しても軽症や無症状なら⾃宅療養を許可

PCR陰性証明のポストを取り下げ PCR検査スポットの撤去
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時間軸で12月を振り返ってみる

12月1日 12月15日 12月27日

12月7日~

PCR検査所撤去

公共施設、交通機関の利用に陰性証明書不要

12月13日~

3年間利用された行程QRコード廃止

12月20日~

中国一部地域入境隔離緩和

5+3 → 2+3(成都、深圳など)

12月26日の発表：

2023年1月8日から政策緩和

・コロナ正規名称の変更

・コロナ病疫レベルダウン

・中国へ入境後の隔離なし

・海外旅行が順次再開
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行動制限の取りやめ
Ø全国⼀律で適⽤された「⾏程コード」（QRコードで⾏動履歴を確認できるシステム）が廃⽌された
Ø省を跨ぐ⻑距離移動には48時間以内の陰性証明書の提出が不要
Ø専⾨家が感染症の症状及び感染リスク、重症化リスクに対して発表（安⼼させる）

Ø感染者が急増

今まで利用した行程コード 国民が愛する医者：钟南山氏 マスクを外したままで発表
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観光・医療関連会社株上昇
Ø急速な緩和開始に伴って、国内観光需要も急増
Ø陽性者が増えることから、⾼熱剤や⾵邪薬が⼊⼿困難
Ø⽇本の⾼熱剤や痛み⽌めなどもバイヤーが⼤量購⼊
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時間軸で12月を振り返ってみる

12月1日 12月15日 12月27日

12月7日~

PCR検査所撤去

公共施設、交通機関の利用に陰性証明書不要

12月13日~

3年間利用された行程QRコード廃止

12月20日~

中国一部地域入境隔離緩和

5+3 → 2+3(成都、深圳など)

感染者数の公表を取りやめ

12月26日の発表：

2023年1月8日から政策緩和

・コロナ正規名称の変更

・コロナ病疫レベルダウン

・中国へ入境後の隔離なし

・海外旅行が順次再開
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一部地域における海外からの入国隔離政策緩和
Ø全国の5+3の⼊国隔離政策の中、成都・深圳など⼀部の都市において2+3（2⽇隔離、3⽇間観察）となっていた
Ø中国当局からは「5+3は基本となるが、現地の様⼦に合わせて柔軟に調整を⾏っている」と発表
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日別感染者数・死者数の公表を取りやめ
Ø12⽉25⽇午前、毎⽇の新型コロナウイルスの感染者数と死者数の公表を取りやめと、中国疾病予防コントロールセンターから発表
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時間軸で12月を振り返ってみる

12月1日 12月15日 12月27日

12月7日~

PCR検査所撤去

公共施設、交通機関の利用に陰性証明書不要

12月13日~

3年間利用された行程QRコード廃止

12月20日~

中国一部地域入境隔離緩和

5+3 → 2+3(成都、深圳など)

12月26日の発表：

2023年1月8日から政策緩和

・コロナ正規名称の変更

・コロナ病疫レベルダウン

・中国へ入境後の隔離なし

・海外旅行が順次再開
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2023年1月8日から入国後の隔離措置撤廃
Ø海外から⼊国の際に、48時間以内の陰性証明書提出で⼊国可能（健康コードの申込等は不要）
Ø海外から⼊国後の隔離措置を撤廃
Ø国際線の座席利⽤率制限を全⾯解除

Øインバウンド（中国への⼊国）の復帰にいち早く取り組む
Ø中国国⺠の海外旅⾏を順次に再開（ビザ申請・パスポート更新など可能、ただし、⽬的地現地の状況に合わせて判断）
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2023年1月8日からコロナの管理を甲類から乙類へレベルダウン
Ø病名変更︓新型コロナウイルス肺炎 → 新型コロナウイルス感染（肺炎からウイルス感染へレベルダウン）
Ø感染リスク地域の区分を撤廃
ØPCR検査に関しては強制ではく任意の⾃⼰判断

Øコロナ感染状況やコロナに関する情報の公表頻度を調整（下げる）
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海外旅行への意欲
Øニュース発表した15分後、各OTAの海外エアチケットの検索量が850%増、ビザ申請の検索が1000%増
Ø海外情報の検索に関して、メインの海外⽬的地はタイ・⽇本・韓国
Ø検索する⼈の住所Top3位は北京、上海、広州
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各国の在中国大使館が業務再開
Øアメリカ北京、広州、瀋陽領事館が2023年1⽉3⽇から通常の領事業務再開
Ø中国国家移⺠管理局（⼊出国管理する部⾨）が2023年1⽉8⽇から順次に出国⼿続き再開し、特に海外旅⾏、訪問、ビジネスのパスポート申請を再開
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日本側から、緊急水際措置の実施

具体的には、中国本土からの渡航者と中国本土に7日以内
の渡航歴のある人すべてに対し入国時の検査を行い、陽性
となった人についてはすべてゲノム解析の対象とし、待機
施設で原則7日間の隔離措置
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今後の訪日予測（現時点での予測）

予測ポイント

Ø各国のビザ申請、パスポートの申請は1月中で再開

Ø国際便の増便がさらに実施

Ø陽性者が現状ピーク、春正以降は落ち着く

Ø旅行商品の販売開始は1月中から再開

よって

1月8日からすぐに訪日中国人数が大きく増えることはないが、

春節以降の2月から増えていくと予測。ただし、日本の水際措置によって変わる可能性もある
（BRAND JAPAN見解）




